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平
成
29
年
度
一
般
会
計
決
算
の

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
主
な
内
容

　

歳
入
決
算
額
は
７
２
２
億
８
６

２
万
円
、
歳
出
決
算
額
は
６
９
２

億
３
８
５
２
万
円
と
な
り
、
差
引

残
額
約
29
億
７
０
０
０
万
円
は
、

平
成
30
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
ま
し

た
。

○
歳
入
の
主
な
も
の

　

歳
入
の
根
幹
で
あ
る
市
税
は
２

８
４
億
３
６
９
３
万
円
（
一
般
会

計
の
39
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
、

市
民
税
個
人
や
固
定
資
産
税
が
増

え
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
比
約

２
億
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
国
か
ら
の
補
助
金
な
ど

で
あ
る
国
庫
支
出
金
は
１
３
３
億

６
２
８
２
万
円
（
一
般
会
計
の

18
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
、
前
年

度
比
約
14
億
円
の
増
と
な
っ
て
い

討
　
論

施
策
の
前
進
、
市
民
負
担
の
軽
減
、

市

民

サ

ー

ビ

ス

の

向

上

を

求
め
反
対
（
日
本
共
産
党
）

　

29
年
度
一
般
会
計
決
算
か
ら
わ

か
る
こ
と
は
、
一
言
で
言
え
ば
、

市
民
の
切
実
な
願
い
に
応
え
ら
れ

る
財
源
は
十
分
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

歳
入
で
は
、
個
人
市
民
税
の
納

税
義
務
者
数
が
増
え
、
増
収
と
な

り
ま
し
た
。
固
定
資
産
税
は
、
家

屋
の
新
増
築
の
増
に
よ
り
、
増
収

と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
納
税

義
務
者
の
所
得
が
県
内
平
均
と
比

べ
て
、
約
30
万
円
も
低
い
と
い
う

こ
と
を
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
一
方
で
、
法
人
市
民
税

は
、
減
収
と
な
り
ま
し
た
。
以
上

の
こ
と
か
ら
市
の
自
主
財
源
を
確

保
す
る
に
は
、
市
民
の
所
得
と
人

口
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る

平
成
29
年
度
一
般
会
計
決
算
を
認
定

学
校
施
設
や
通
学
路
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

安
全
性
確
保
を
求
め
る
意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決

平成29年度　会計別決算
歳入総額　1,494億3,144万円 歳出総額　1,461億2,845万円

市　税
19.0％

市　債　
　3.7％

国庫支出金
8.9％

地方交付税
5.6％

県支出金
3.0％

地方消費税交付金
2.3％その他

4.3％

一般会計
48.3％

繰越金
1.5％

特別会計
35.8％

企業会計
15.9％

後期高齢者
医療
1.8%

介護保険
11.7%

国民健康保険
21.8%

民生費
21.6％

公債費
4,6％

衛生費
5.7％

土木費
4.2％

教育費
3.6％

総務費
5.2％

その他
0.9％

消防費
1.5％

国民健康保険
21.3%

介護保険
11.2%

水道事業
4.1%

病院事業
7.4%

看護専門学校
0.1%

西金野井第二
土地区画
整理事業
0.3%

後期高齢者
医療
1.8%

下水道事業
6.4%

一般会計
47.4％特別会計

34.7％

企業会計
17.9％

看護専門学校
0.1%

西金野井第二
土地区画
整理事業
　0.3%

水道事業
3.5%

病院事業
7.2%

下水道事業
5.2%

※計数については、それぞれ四捨五入をしているため、合計において一致しないものがあります。

平

成

29

年

度

一
般
会
計
決
算
を
認
定

ま
す
。

　

次
に
、
国
か
ら
地
方
財
政
の
均

衡
を
図
る
た
め
に
交
付
さ
れ
る
地

方
交
付
税
は
83
億
１
６
２
９
万
円

（
一
般
会
計
の
11
・
５
パ
ー
セ
ン

ト
）
で
、
前
年
並
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

○
歳
出
の
主
な
も
の

  

歳
出
に
占
め
る
割
合
の
大
き
い

も
の
で
は
、
社
会
福
祉
な
ど
に
要

す
る
民
生
費
は
３
１
６
億
３
５
１

２
万
円
（
一
般
会
計
の
45
・
７

パ
ー
セ
ン
ト
）
で
、
前
年
度
比
約

５
億
６
０
１
９
万
円
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

次
に
、
衛
生
費
は
83
億
７
３
１

４
万
円
（
一
般
会
計
の
12
・
１
パ

ー
セ
ン
ト
）
で
、
前
年
度
比
約

10
億
７
６
３
９
万
円
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
総
務
費
は
75
億

６
０
１
５
万
円
（
一
般
会
計
の

10
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
）
。
土
木
費

は
62
億
６
４
７
万
円
（
一
般
会
計

の
９
パ
ー
セ
ン
ト
）
。
教
育
費
は

53
億
７
４
３
万
円
（
一
般
会
計
の

７
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
【
賛
成
多
数
で
認
定
】
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こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
市
の

財
政
は
実
質
的
な
借
金
は
少
な
く
、

貯
金
も
多
く
あ
り
ま
す
。
他
市
と

比
べ
て
お
く
れ
て
い
る
施
策
の
推

進
を
図
り
、
市
民
の
負
担
を
軽
減

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
こ
と
の
で
き
る
財
政
状
態
に

な
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

次
に
、
歳
出
に
つ
い
て
述
べ
ま

す
。
今
、
春
日
部
市
に
お
い
て
は
、

市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
り
、
福

祉
の
増
進
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
子
育
て
支
援
で
ま
ち
の
活
気
を

取
り
戻
す
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
視
点
か
ら
29
年

度
に
お
け
る
市
の
取
り
組
み
は
ど

う
で
あ
っ
た
の
か
、
今
後
、
市
政

運
営
に
生
か
し
て
ほ
し
い
内
容
に

つ
い
て
、
絞
っ
て
指
摘
を
し
ま
す
。

ま
ず
、
総
務
費
で
す
。
人
口
当
た

り
の
職
員
数
は
、
相
変
わ
ら
ず
県

内
で
最
も
少
な
い
状
況
で
、
職
員

の
負
担
は
非
常
に
重
く
な
っ
て
い

ま
す
。
次
に
、
民
生
費
で
す
。
重

度
心
身
障
害
者
に
対
す
る
公
的
な

入
所
施
設
は
市
内
に
一
つ
も
な
く
、

70
代
で
の
敬
老
祝
金
の
カ
ッ
ト
な

ど
、
障
害
者
や
高
齢
者
に
対
す
る

施
策
が
後
退
し
た
ま
ま
に
な
っ
て

い
ま
す
。
土
木
費
で
は
、
低
平
地

の
多
い
市
内
に
は
い
つ
も
浸
水
す

る
箇
所
が
多
数
あ
り
、
対
策
が
現

状
に
追
い
つ
い
て
い
る
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
河
川
改
修
と
と
も
に
、

貯
留
施
設
の
建
設
を
急
ぎ
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
治
水
対
策

事
業
の
さ
ら
な
る
強
化
を
求
め
ま

す
。
農
林
水
産
業
費
に
つ
い
て

は
、
農
家
戸
数
の
減
少
が
加
速
化

し
、
後
継
者
対
策
が
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
教
育
費

で
は
、
増
え
続
け
る
児
童
生
徒
の

不
登
校
や
い
じ
め
対
策
、
教
職
員

の
増
員
、
教
員
の
多
忙
化
解
消
な

ど
、
総
合
的
な
対
策
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

春
日
部
市
の
最
大
の
課
題
は
、

人
口
減
少
に
歯
ど
め
を
か
け
る
こ

と
で
す
。
春
日
部
市
に
は
豊
か
な

さ
ま
ざ
ま
な
資
源
が
あ
り
ま
す
。

市
街
化
区
域
の
住
宅
地
は
、
ほ
か

の
自
治
体
に
比
べ
て
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

歴
史
と
文
化
の
名
残
を
残
す
粕

壁
宿
や
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る

市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
埼

玉
東
部
地
域
の
交
通
の
要
衝
で
す
。

　

都
市
に
近
く
、
近
郊
農
業
に
最

適
な
優
良
農
地
や
美
し
い
自
然
も

随
所
に
見
ら
れ
ま
す
。
災
害
は
少

な
く
、
住
む
と
こ
ろ
と
し
て
は
大

変
よ
い
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
歯
ど
め
を
か
け
る

ポ
イ
ン
ト
は
、
こ
の
よ
う
な
市
の

利
点
を
十
分
に
生
か
し
て
、
子
育

て
環
境
の
整
備
や
経
済
的
な
負
担

の
軽
減
な
ど
、
抜
本
的
な
対
策
を

行
う
こ
と
で
す
。

　

繰
り
返
し
ま
す
が
、
市
民
の
切

実
な
要
求
に
応
え
、
未
来
に
投
資

で
き
る
だ
け
の
財
源
は
十
分
に
あ

る
の
で
す
。

　

こ
の
財
源
を
生
か
し
て
、
子
育

て
も
老
後
も
安
心
、
福
祉
、
暮
ら

し
優
先
、
住
民
が
主
人
公
の
市
政

の
実
現
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。

　

以
上
指
摘
し
て
、
反
対
し
ま
す
。

真
に
必
要
な
事
業
を
優
先
し
た

適
切
な
予
算
執
行
が
さ
れ
た
も

の
と
評
価
し
賛
成
（
新
政
の
会
）

　

初
め
に
、
平
成
29
年
は
、
総
合

振
興
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
り
、

目
標
達
成
に
向
け
、
各
分
野
に
お

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行

い
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
こ
と
、

ま
た
、
山
積
す
る
行
政
課
題
の
解

決
に
向
け
て
、
ま
た
、
将
来
の
春

日
部
を
見
据
え
、
効
率
的
か
つ
効

果
的
な
予
算
執
行
に
努
め
ら
れ
た

も
の
と
評
価
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
歳
入
で
は
、
そ
の
根
幹

と
な
る
市
税
に
お
い
て
、
景
気
回

復
に
よ
る
個
人
住
民
税
の
増
等
に

よ
り
、
市
税
全
体
で
は
前
年
度
と

比
べ
て
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
市
債
に
お
い
て
は
、

合
併
特
例
債
や
臨
時
財
政
対
策
債

の
活
用
な
ど
、
後
年
度
の
財
政
負

担
を
考
慮
し
た
有
利
な
借
り
入
れ

を
行
っ
て
お
り
、
評
価
で
き
る
も

の
で
す
。

　

た
だ
し
、
歳
入
全
体
で
は
、
依

存
財
源
の
占
め
る
割
合
が
依
然
と

し
て
高
く
、
楽
観
で
き
な
い
財
政

状
況
に
あ
る
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、

持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確
立
の

た
め
、
さ
ら
な
る
自
主
財
源
の
確

保
に
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　

次
に
、
歳
出
に
つ
い
て
、
総
務

費
で
は
、
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
と
な
る
第
２
次
総
合

振
興
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ

の
計
画
に
基
づ
き
本
市
の
さ
ら
な

る
発
展
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

　

民
生
費
で
は
、
民
間
保
育
施
設

の
増
改
築
費
や
小
規
模
保
育
事
業

所
の
開
設
に
要
し
た
費
用
を
助
成

し
、
保
育
環
境
が
整
備
さ
れ
、
保

育
所
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
た

効
果
的
な
取
り
組
み
が
着
実
に
進

ん
で
い
る
も
の
と
評
価
し
ま
す
。

　

衛
生
費
で
は
、
ご
み
焼
却
施
設

長
寿
命
化
事
業
に
お
い
て
、
平
成

30
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
順
調

に
進
捗
し
て
お
り
、
今
後
も
安
定

し
た
ご
み
処
理
事
業
が
継
続
さ
れ

る
も
の
と
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　

土
木
費
で
は
、
都
市
イ
ン
フ
ラ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を
策
定
し
、

今
後
の
維
持
管
理
方
針
と
具
体
的

な
取
り
組
み
を
示
し
、
治
水
対
策

の
１
０
０
ミ
リ
安
心
プ
ラ
ン
と
と

も
に
、
市
民
の
さ
ら
な
る
安
心
安

全
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

教
育
費
で
は
、
武
里
南
部
地
域

及
び
庄
和
北
部
地
域
に
お
け
る
学

校
再
編
に
つ
い
て
、
平
成
31
年
４

月
の
開
校
に
向
け
た
整
備
が
地
域

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
着
々
と
進
め

ら
れ
て
お
り
、
評
価
し
ま
す
。

　

以
上
の
と
お
り
、
歳
出
に
つ
い

て
は
、
将
来
の
春
日
部
を
見
据
え

た
真
に
必
要
な
事
業
を
優
先
し
た

適
切
な
予
算
執
行
が
な
さ
れ
た
も

の
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
平
成

29
年
に
お
い
て
は
、
景
気
が
緩
や

か
に
回
復
し
た
と
は
い
え
、
今
後
、

連
続
立
体
交
差
事
業
や
市
役
所
本

庁
舎
の
建
て
か
え
な
ど
、
多
く
の

重
要
事
業
を
着
実
に
推
進
し
て
い

く
た
め
に
は
、
そ
の
財
源
を
し
っ

か
り
と
確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
は
必
要

な
こ
と
と
考
え
ま
す
が
、
確
か
な

財
源
の
裏
づ
け
も
な
く
、
そ
の
財

源
に
つ
い
て
単
に
財
政
調
整
基
金

な
ど
を
取
り
崩
し
て
対
応
す
る
と

い
う
考
え
方
は
、
将
来
世
代
に
責

任
を
持
つ
持
続
可
能
な
財
政
運
営

の
観
点
か
ら
決
し
て
適
切
と
は
い

え
ま
せ
ん
。

　

基
金
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
み

な
ら
ず
将
来
の
行
政
需
要
に
も
し

っ
か
り
と
目
を
向
け
な
が
ら
、
ま

た
、
最
近
全
国
各
地
に
大
き
な
影
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 ９ 月 定 例 会 　 審 議 結 果
市長提出議案 （○：賛成　╳：反対）

議案番号
　　議　　案　　名　　　 

　 （　）は付託委員会名
審議結果

新

政

の

会

前
進
か
す
か
べ
。

 

未

来

の

会

公

明

党

日
本
共
産
党

無

所

属

議案第 71 号 選挙運動費用の公費負担に関する条例の一部改正 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議案第 72 号 住民基本台帳カードの利用に関する条例の一部改正 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議案第 73 号 重度心身障害者医療費助成に関する条例の一部改正 （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ × ○

議案第 74 号
個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部
改正

（厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ × ×1
○ 1

議案第 75 号 開発事業の手続及び基準に関する条例の一部改正 （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議案第 76 号 市立看護専門学校条例の一部改正 （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ × ○

議案第 77 号
財産の取得（春日部市春日部消防署災害対応特殊はしご付消
防ポンプ自動車）

（総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議案第 78 号
財産の取得（春日部市春日部消防署東分署災害対応特殊救急
自動車及び高度救命処置用資機材）

（総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議案第 79 号 平成29年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分 （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議
員
提
出
議
案

学
校
施
設
や
通
学
路
に
お
け

る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全

性
確
保
を
求
め
る
意
見
書

　

本
年
６
月
18
日
、
午
前
７
時
58

分
に
大
阪
北
部
で
震
度
６
弱
を
観

測
し
た
地
震
で
は
、
児
童
を
含
む

５
名
が
亡
く
な
り
、
４
０
０
名
以

上
が
負
傷
し
ま
し
た
。
特
に
、
学

校
関
係
で
は
、
１
５
８
人
に
及
ぶ

児
童
生
徒
が
重
軽
傷
を
負
い
、
１

２
０
０
を
超
え
る
学
校
で
校
舎
等

の
天
井
・
ガ
ラ
ス
等
の
破
損
、
壁

の
ひ
び
割
れ
、
断
水
等
の
物
的
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
学
校
施
設
の
ブ
ロ

ッ
ク
塀
が
倒
壊
し
て
、
下
敷
き
に

な
っ
て
児
童
が
死
亡
し
た
こ
と
は

大
変
痛
ま
し
く
、
二
度
と
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
埼
玉
県
春
日
部
市
に
お
い
て

は
、
学
校
施
設
の
耐
震
化
は
終
わ

り
ま
し
た
が
、
通
学
路
等
で
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
危
険
箇
所
に
つ
い

て
は
盲
点
に
な
っ
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
、
同
様
の
惨
事
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
早
急
な
対
策
を
行
う
べ

き
で
あ
り
ま
す
。
文
部
科
学
省
は
、

６
月
19
日
に
学
校
施
設
に
お
け
る

塀
の
緊
急
点
検
を
要
請
し
ま
し
た

が
、
今
後
に
お
い
て
、
学
校
施
設

の
点
検
、
安
全
性
確
保
は
も
と
よ

り
、
児
童
生
徒
が
利
用
す
る
通
学

路
に
つ
い
て
も
速
や
か
に
点
検
し

た
上
で
、
安
全
性
確
保
に
向
け
て

改
善
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り

ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
国
が
引
き
続
き
通

学
路
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
緊
急
総

点
検
と
安
全
対
策
を
行
う
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
下
記
の
事
項
に
つ

い
て
積
極
的
な
対
応
を
求
め
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

記

１　

今
回
被
災
し
た
地
域
に
お
い

て
は
、
二
次
被
害
も
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
通
学
路
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
の
総
点
検
・
調
査
を
緊
急
に

実
施
し
、
危
険
が
認
め
ら
れ
る
箇

所
に
つ
い
て
は
、
通
学
路
の
変
更

や
立
ち
入
り
禁
止
等
の
措
置
を
含

め
た
対
応
を
徹
底
す
る
こ
と
。

２　

全
国
の
通
学
路
も
緊
急
総
点

検
・
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

工
事
が
必
要
な
場
合
は
、
民
間
事

業
者
と
も
連
携
し
つ
つ
速
や
か
に

実
施
し
、
地
方
自
治
体
に
対
す
る

技
術
的
・
財
政
的
支
援
を
行
う
こ

と
。
そ
の
際
、
一
般
家
庭
の
塀
で

あ
っ
て
も
倒
壊
の
可
能
性
が
あ
る

な
ど
の
場
合
に
支
援
出
来
る
制
度

を
検
討
す
る
こ
と
。
ま
た
、
国
土

交
通
省
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
及
び
防
災
・
安
全
交
付
金
の

効
果
促
進
事
業
（
Ｃ
事
業
）
の
積

極
的
な
活
用
を
図
る
こ
と
。

３　

学
校
施
設
の
安
全
対
策
に
要

す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
塀
の
修

繕
な
ど
小
規
模
工
事
に
対
す
る
補

助
制
度
、
法
定
点
検
や
そ
れ
に
伴

う
修
繕
へ
の
補
助
制
度
の
創
設
等

を
検
討
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
４

０
０
万
円
と
定
め
ら
れ
て
い
る
文

部
科
学
省
の
公
立
学
校
施
設
の
防

災
機
能
強
化
事
業
の
補
助
対
象
事

業
の
下
限
額
に
つ
い
て
、
広
域
で

の
申
請
を
認
め
る
な
ど
弾
力
的
に

運
用
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の

規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

平
成
30
年
９
月
19
日

　
　
　
　
　
　

春
日
部
市
議
会

衆
議
院
議
長　

様

参
議
院
議
長　

様

内
閣
総
理
大
臣　

様

総
務
大
臣　

様

文
部
科
学
大
臣　

様

国
土
交
通
大
臣　

様

　
　
【
全
会
一
致
で
原
案
可
決
】

響
を
も
た
ら
し
て
い
る
異
常
気
象

へ
の
対
応
な
ど
、
不
時
の
支
出
に

対
す
る
備
え
と
し
て
も
一
定
規
模

を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

最
後
に
、
今
後
に
お
き
ま
し
て

も
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
か
つ

効
率
的
に
活
用
し
、
よ
り
一
層
の

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
い
た
だ

く
よ
う
要
望
し
て
、
賛
成
し
ま
す
。



かすかべ議会だより

30年9月定例会号

5

市長提出議案 （○：賛成　╳：反対）

議案番号
　　議　　案　　名　　　 

　 （　）は付託委員会名
審議結果

新

政

の

会

前
進
か
す
か
べ
。

 

未

来

の

会

公

明

党

日
本
共
産
党

無

所

属

議案第 80 号 平成29年度下水道事業会計未処分利益剰余金の処分 （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議案第 81 号 平成29年度一般会計決算認定 （各委員会）認　　定 ○ ○ ○ × ○

議案第 82 号 平成29年度国民健康保険特別会計決算認定 （厚生福祉）認　　定 ○ ○ ○ × ○

議案第 83 号 平成29年度後期高齢者医療特別会計決算認定 （厚生福祉）認　　定 ○ ○ ○ × ○

議案第 84 号 平成29年度介護保険特別会計決算認定 （厚生福祉）認　　定 ○ ○ ○ × ○

議案第 85 号
平成29年度春日部都市計画事業西金野井第二土地区画整理事
業特別会計決算認定

（建　　設）認　　定 ○ ○ ○ ○ ○

議案第 86 号 平成29年度市立看護専門学校特別会計決算認定 （厚生福祉）認　　定 ○ ○ ○ ○ ○

議案第 87 号 平成29年度水道事業会計決算認定 （建　　設）認　　定 ○ ○ ○ × ○

議案第 88 号 平成29年度病院事業会計決算認定 （厚生福祉）認　　定 ○ ○ ○ ○ ○

議案第 89 号 平成29年度下水道事業会計決算認定 （建　　設）認　　定 ○ ○ ○ × ○

議案第 90 号 平成30年度一般会計補正予算（第３号） （各委員会）原案可決 ○ ○ ○ × ○

議案第 91 号 平成30年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議案第 92 号 平成30年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議案第 93 号 平成30年度介護保険特別会計補正予算（第１号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議案第 94 号
平成30年度春日部都市計画事業西金野井第二土地区画整理事
業特別会計補正予算（第１号）

（建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議案第 95 号 平成30年度市立看護専門学校特別会計補正予算（第１号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議案第 96 号 平成30年度水道事業会計補正予算（第１号） （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議案第 97 号 平成30年度病院事業会計補正予算（第１号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

請　願 （○：賛成　╳：反対）

請願番号
　　請　　願　　名　　　 

　 （　）は付託委員会名
審議結果

新

政

の

会

前
進
か
す
か
べ
。

 

未

来

の

会

公

明

党

日
本
共
産
党

無

所

属

請願第 4 号
消費税増税中止を求める意見書を国に提出することを求める
請願

（総　　務）不 採 択 × × × ○ ×1
○ 1

請願第 5 号
市立小・中学校の特別教室と体育館にエアコン設置を求める
請願

（教育環境）不 採 択 × ○ × ○ ×

議員提出議案 （○：賛成　╳：反対　−：退席）

議案番号
　　議　　案　　名　　　 

　 （　）は付託委員会名
審議結果

新

政

の

会

前
進
か
す
か
べ
。

 

未

来

の

会

公

明

党

日
本
共
産
党

無

所

属

議第17号議案 児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書 （付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議第 18 号議案
学校施設や通学路におけるブロック塀等の安全性確保を求め
る意見書

（付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議第 19 号議案
国などによる障害者雇用「水増し」問題の徹底した真相解明
と再発防止策の確立を国に求める意見書

（付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議第 20 号議案
東海第二原子力発電所の再稼働を認めないことを求める意見
書

（付託省略）否　　決 × ○ × ○ ×1
○ 1

議第 21 号議案
オスプレイの即時撤去と新たな配備計画の撤回を求める意見
書

（付託省略）否　　決 × ×7
− 1 × ○ × 1

○ 1

議第 22 号議案 春日部市住宅リフォーム助成条例の制定 （付託省略）否　　決 × × × ○ ×


